
在宅サポートセンター生田からのおしらせ

9 月 01 日　ひびき通信 9月号発行

9月 13日　グループホーム運営推進会議

9月 19日　デイサービス響敬老の日演芸会

9月 19日　グループホーム響敬老の日外出イベント

9月 22日    デイサービス響・グループホーム響

　　　　　　　　　　　　　　　ケースカンファレンス

●2016 年 9月のカレンダー

  

デイサービス響　空き情報
（平成 28 年 8末現在）

７時間以上９時間未満  定員 29 人

入浴

月 日土金木水火

× × × × × △ 休

× × × × ×

◎＝十分に空きがあります。○＝空きがあります。△残りわずかです。
空き情報につきましては、△の場合でもご相談ください。

△

ぴっくすと

センターの介護について地元の方々と意見を交換

　　　　　　　グループホーム響ではこのほど、地元の栗谷町内会主催の納涼盆踊り大会

　　　　　　　に参加してきました。夏の恒例イベントとなっている盆踊り大会。入居者

　　　　　　　たちは、地元町内の方々と「生田音頭」や「炭坑節」、「東京音頭」など馴

　　　　　　　染みの曲に合わせて踊りの輪に加わっていました。

会場となった須賀神社境内の公園には、焼きそばや綿あめ、焼き鳥などの屋台も並び、大

賑わい。笛の音や太鼓の拍子を聞きながら、夏の夜祭を楽しんでいました。

ループホーム響グ

三田地区「丘の上カフェ」に参加してきました

栗谷町会の納涼盆踊り大会　

認知症になっても安心して暮らせる地域をつくろうと地元の住民

ボランティアの方々が運営している「丘の上カフェ」に、このほど

平田晶子センター長が招かれ、在宅サポートセンター生田の介護サ

ービスについて、集まった方々にお話をしてきました。

「丘の上カフェ」は、昨年一月に三田地区の方々が立ちあげた介

護や認知症をテーマにしたコミュニティ活動の場。毎月一回、講演会や相談会などを開催しています。今回の

カフェでは「近くのケア施設に聞いてみよう」がテーマ。招かれた平田センター長は、生活ケアを柱にした当

センターの介護サービスの特徴やグループホームでの実際のケースなどを紹介しながら、認知症の方々とのコ

ミュニケーションや食事、排泄、入浴といった三大介護への取り組みなどを紹介してきました。　

夏の夜祭気分を満喫してきました

　デイサービス響の斉藤佳代職員が五年勤続となり、このほど感謝状が贈られま

した。斉藤職員は平成 23 年 7 月 12 日に非常勤職員として入社しました。2 年前

には介護福祉士の国家試験に合格。いつも真摯に仕事に向き合う中堅職員として

活躍しています。表彰式では、センター長から感謝状と記念品が贈られました。

デイサービスの斉藤佳代職員　一昨年には介護福祉士の資格を取得
勤続 5年で感謝状を贈呈

イサービス響デ


